
「よいしょ！よいしょ！」 中学校もちつき大会 

事例集「はぐくみネットワーク」（令和７年度版） 
 

活動名 弥彦村学校運営協議会 学校支援部会 
活動

区分 

学校支援 放課後活動 
地域未来塾 

土曜学習 
家庭教育 その他 

活動主体 弥彦村学校運営協議会  
○     

市町村名 弥彦村 

 

 

ねらい、目指すことは･･･ 

・地域と学校が連携し、伝統行事の大切さや楽しさを実感するとともに、文化の継承の一助とする。 

こんな活動をしました！ 

・弥彦村学校運営協議会の学校支援部会が主体となり、「子どもたちに伝統行事である、もちつきを経験してほ 

しい」という願いから、昨年は小学校で実施し、今年は中学校で実施した。スクールサポーターも一緒に活

動し、学校支援部会とスクールサポーターの参加者・生徒・先生方で「よいしょ！よいしょ！」と体育館に

声を響かせて、力いっぱい一人一人思いを込めて、もちをついた。       

・前日から、学校支援部会とスクールサポーター、事務局で準備を行った。 

・学校支援部会の委員が、計画的に事前に２回、中学校のお昼の放送で「もちつき 

大会」のＰＲをしたり、校内にチラシを貼ったりし、積極的に活動した。 

・「もち米」２３㎏をみんなで美味しく食べた。 

次々と、もち入り雑煮や雑煮のみをおかわりしていた。 

こんな苦労や困ったことがありました･･･ 

・学校支援部会が主体となり、スクールサポーター(登録制の地域のボランティア)の協力と、中学校の賛同で、 

ありがたいことにスムーズに計画から準備・当日を進めることができた。 

地域への周知･啓発方法は･･･ 

・メール配信  ・ポスター  ・口コミ 

 

連携の相手先は･･･ 

・学校運営協議会 ・学校支援部会 ・中学校 ・スクールサポーター 

指導者やボランティアの確保は･･･ 

さまざまな活動をしているスクールサポーターや、地域の方から紹介いただいた方等 

ネットワークを広げていくために･･･ 

人から人へ・・・人から団体へ・・・ 

地域教育コーディネーターが中心となって、情報収集や情報共有を、継続して行い、人の輪を大きくしていく。 

 

こんな成果がありました！ 

学校運営協議会や学校支援部会が主体となり、計画・情報発信ができた。スクールサポーターと一緒に活動し、 

地域として取り組むことができた。中学校や生徒も地域と一緒に取り組むことができた。 

「学校だけではできないこと」「地域だけではできないこと」を、協働することで実施できることを実感した。 

課題と対策、これからの方向は･･･ 

学校運営協議会・地域・スクールサポーターで、「学校とともに！地域とともに！」の活動を推進していきたい。 

（問い合わせ先）弥彦村教育委員会 社会教育課 

    〒959-0323 西蒲原郡弥彦村大字弥彦 2487-1 電話 0256-94-4311  FAX 0256-94-4312 

        E-mail : bunka@vill.yahiko.niigata.jp 

成果と課題 

ネットワーク 

こんなふうに取り組んでいます（活動の概要） 


